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（１）全体では、前回調査時（平成15年度）の水準を下回る

	中学校数学
	問題数（割合）

	前回調査と同一問題
	23（100%）

	正答率において前回調査を有意に上回る
	  0（  0%）

	正答率において前回調査とほぼ同じ
	15（ 65%）

	正答率において前回調査を有意に下回る
	8（ 35%）


· 全29問中、前回調査と同一問題は、23問であった。
· その内、15問（65%）が前回調査とほぼ同じであり、残りの８問が前回調査を有意に下回った。

· 前回調査を有意に上回った問題はなかった。
（２）有意差の認められた問題
① 前回調査を有意に下回った問題（８問）
ア．単項式の除法　　　　　　　  　　　前回正答率75.6%　→　今回正答率69.4%　（6.2ポイント減）
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[image: image10.emf]ポイント 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 合　計

％ 1.4 1.1 1.1 1.2 1.5 1.8 2.1 2.1 2.5 3.0 3.3 3.4 3.4 3.2 3.3 3.5 3.4 3.4 3.8 3.9 4.0 3.9 4.0 4.5 4.5 5.0 5.1 5.5 4.9 3.8 2.2 100.0

生徒数 126 100 99 111 139 162 188 195 227 274 298 305 308 294 302 320 309 310 347 355 359 356 366 413 408 450 466 501 449 347 197 9081


(領域)数と式　　(評価の観点)表現・処理　　(難易度)普通

イ．文章題での式づくり（連立二元一次方程式の利用）
前回正答率66.1%　→　今回正答率57.0%　（9.1ポイント減）
[image: image11.emf]中学校数学レーダーチャート
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知識・理解

難しい
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易しい

　　　　　　　 　
(領域)数と式　　(評価の観点)表現・処理　　(難易度)普通

ウ．文字式による証明　　　　　  　① 前回正答率87.5%　→　今回正答率82.5%（5.0ポイント減）
②　前回正答率73.9%　→　今回正答率68.9%（5.0ポイント減）

[image: image12.emf]数学科領域別正答率（中学校）〔府全体〕
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差

（H18-H15）

判

定

平成１５

年度

平成１８

年度

差

（H18-H15）

判

定

平成１５

年度

平成１８

年度

差

（H18-H15）

判

定

1

０１（１） 正の数・負の数の計算（乗法） 1

○

○ ○ ○ 94.8 92.5 -2.3 ＝ 4.6 5.4 0.8 ＝ 0.6 2.1 1.5 ＝

2

０１（２） 式の計算（１文字一次式） 1

○

○ ○ ○ 78.5 78.1 -0.4 ＝ 19.0 17.2 -1.8 ＝ 2.5 4.6 2.1 ＝

3

０１（３） 単項式の除法 1

○

○ ○ ○ 75.6 69.4 -6.2 ▼ 18.5 19.7 1.2 ＝ 5.9 10.9 5.0 ▲

4

０２ 正の数・負の数、整数 1

○

○ ○ ○ 29.9 32.8 2.9 ＝ 44.8 33.5 -11.3 ▼ 25.4 33.7 8.3 ▲

5

０３ 正の数・負の数の意味（×２） 2

○ ○ ○ ○ 88.0 7.5 4.5

6

０４ 一元一次方程式を解く 1

○

○ ○ ○ 79.4 78.9 -0.5 ＝ 14.7 12.4 -2.3 ＝ 5.9 8.7 2.8 ＝

7

０５ 文章題での式づくり（連立二元一次方程式の利用） 1

○

○ ○ ○ 66.1 57.0 -9.1 ▼ 16.0 16.6 0.6 ＝ 17.9 26.3 8.4 ▲

8

０６ 計算の誤りの発見 1

○ ○ ○ ○ ○ 39.7 36.1 -3.6 ＝ 45.6 54.9 9.3 ▲ 14.7 9.0 -5.7 ▼

9

０７（１）① 文字式による証明① 1

○

○ ○ ○ 87.5 82.5 -5.0 ▼ 7.2 7.5 0.3 ＝ 5.3 10.1 4.8 ＝

10

０７（１）② 文字式による証明② 1

○

○ ○ ○ 73.9 68.9 -5.0 ▼ 18.1 16.3 -1.8 ＝ 8.1 14.8 6.7 ▲

11

０７（１）③ 文字式による証明③ 1

○

○ ○ ○ 54.0 49.2 -4.8 ＝ 31.6 27.8 -3.8 ＝ 14.4 22.9 8.5 ▲

12

０７（２） 数学的証明法の理解 1

○

○ ○ ○ ○ 23.4 17.1 -6.3 ▼ 39.0 37.1 -1.9 ＝ 37.6 45.9 8.3 ▲

13

０８ 平行線と角（錯角） 1

○

○ ○ ○ 79.2 75.5 -3.7 ＝ 16.3 18.4 2.1 ＝ 4.5 6.2 1.7 ＝

14

０９（１） 円と二等辺三角形 1

○

○ ○ ○ 61.4 58.2 -3.2 ＝ 27.2 25.3 -1.9 ＝ 11.4 16.5 5.1 ▲

15

０９（２） 円の接線の性質 1

○

○ ○ ○ ○ ○ 35.7 34.7 -1.0 ＝ 47.0 40.6 -6.4 ▼ 17.3 24.7 7.4 ▲

16

１０ 四角形の角、補助線の活用 1

○ ○ ○ ○ ○ 54.2 35.9 9.9

17

１１見取図 立体の見取図の作成 1

○

○ ○ ○ ○ ○ 48.1 34.5 -13.6 ▼ 29.3 34.2 4.9 ＝ 22.6 31.4 8.8 ▲

18

１２ 立方体の展開図 1

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ 77.5 77.0 -0.5 ＝ 17.5 14.5 -3.0 ＝ 5.1 8.6 3.5 ＝

19

１３（１） 証明の理解、直角三角形の合同条件 1

○ ○ ○ 52.3 52.7 0.4 ＝ 40.0 39.6 -0.4 ＝ 7.7 7.7 0.0 ＝

20

１３（２） 合同な図形の利用 1

○

○ ○ ○ 60.4 55.4 -5.0 ▼ 20.7 19.7 -1.0 ＝ 19.0 24.9 5.9 ▲

21

１４（１） 確率の意味、確率の利用 1

○ ○ ○ ○ 86.8 86.5 -0.3 ＝ 7.6 6.0 -1.6 ＝ 5.6 7.5 1.9 ＝

22

１４（２） 確率の意味、確率の利用、理由 1

○

○ ○ ○ ○ ○ 44.5 35.1 -9.4 ▼ 39.2 45.2 6.0 ▲ 16.4 19.7 3.3 ＝

23

１５（１） 一次関数のグラフの作成 1

○

○ ○ ○ 61.9 26.6 11.4

24

１５（２） 一次関数の変域 1

○

○ ○ ○ ○ 44.3 28.0 27.8

25

１６（１）ア 一次関数の対応表ア 1

○

○ ○ ○ ○ 80.2 76.9 -3.3 ＝ 12.1 10.9 -1.2 ＝ 7.7 12.2 4.5 ＝

26

１６（１）イ 一次関数の対応表イ 1

○

○ ○ ○ 80.1 77.4 -2.7 ＝ 11.9 10.3 -1.6 ＝ 8.1 12.2 4.1 ＝

27

１６（２） 一次関数の対応表を基にした式での表現 1

○

○ ○ ○ 35.2 36.3 1.1 ＝ 38.4 31.0 -7.4 ▼ 26.4 32.6 6.2 ▲

28

１７① 日常事象の関数的な把握① 1

○ ○ ○ ○ 47.2 38.2 14.6

29

１７② 日常事象の関数的な把握② 1

○ ○ ○ ○ 57.3 28.9 13.8

30 22 12 8 9 9 14 17 9 6 18 5 59.2 24.5 16.4



　　　正答率（％） 　　　誤答率（％） 　　　無答率（％）

平成１８年度中学校数学科学力調査正答率一覧（有効データ数９０８１名）



問題番号

内　　　　　　　　　容

配

点

記

述

領　　　域 評　価　の　観　点 難易度


[image: image14.emf]数学科領域別正答率経年比較（中学校）〔府全体H.15・H.18〕
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55.4%

65.4%

62.4%

23.6%

22.6%

28.3%

27.5%

21.8%

20.7%

12.6%

17.2%

12.5%

17.1%

12.8%

16.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と式（H.15）

数と式（H.18）

図形（H.15）

図形（H.18）

数量関係（H.15）

数量関係（H.18）

（領域）

（割合）

正答率 誤答率 無答率


[image: image15.emf]数学科観点別正答率（中学校）〔府全体〕

57.3%

56.4%

56.6%

54.1%

29.5%

27.2%

25.9%

27.2%

13.2%

16.5%

17.5%

18.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心・意欲・態度

考え方

表現・処理

知識・理解

（評価の観点）

（割合）

正答率 誤答率 無答率


エ．数学的証明法の理解        　　   前回正答率23.4%　→　今回正答率１７．１%　（6.3ポイント減）
[image: image16.emf]数学科観点別正答率経年比較（中学校）〔府全体H.15・H.18〕

59.3%

53.8%

58.3%

54.3%

61.3%

57.2%

58.0%

55.3%

27.8%

31.0%

27.4%

27.0%

25.2%

25.0%

29.3%

27.1%

12.9%

15.2%

14.4%

18.8%

13.5%

17.8%

12.7%

17.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関・意・態（H.15）

関・意・態（H.18）

考え方（H.15）

考え方（H.18）

表現・処理（H.15）

表現・処理（H.18）

知識・理解（H.15）

知識・理解（H.18）

（評価の観点）

（割合）

正答率 誤答率 無答率


(
          　　　　　　　　　　(領域)数と式　　(評価の観点)見方・考え方 表現・処理　　(難易度)難しい
オ．立体の見取図の作成　　　　　　 前回正答率48.1%　→　今回正答率34.5%　　（13.6ポイント減）

[image: image17.emf]数学科難易度別正答率（中学校）〔府全体〕

83.2%

61.5%

32.0%

8.0%

23.7%

40.4%

8.8%

14.8%

27.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

易しい

普通

難しい

（難易度）

（割合）

正答率 誤答率 無答率


(領域)図形　　(評価の観点)関心・意欲・態度　表現・処理　知識・理解　　(難易度)普通
カ．合同な図形の利用　　　　　 　　前回正答率60.4%　→　今回正答率55.4%　　（5.0ポイント減）
[image: image18.emf]数学科難易度別正答率経年比較（中学校）〔府全体H.15・H.18〕

85.9%

83.2%

67.2%

62.9%

34.7%

32.0%

8.7%

8.0%

22.4%

21.8%

42.3%

40.4%

8.8%

10.4%

15.3%

23.0%

27.6%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

易しい（H.15）

易しい（H.18）

普通（H.15）

普通（H.18）

難しい（H.15）

難しい（H.18）

（難易度）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

[image: image19.emf]国 府 国 府 国 府 国 府 国 府

設問１ （１）

22.9 15.9 24.2 25.9 19.7 29.1 29.2 28.4 4.0 0.7

（２）

42.7 35.8 32.9 40.6 11.4 15.3 9.3 7.6 3.6 0.8

（３）

36.3 29.3 29.8 37.2 15.8 22.0 12.8 10.7 5.4 0.8

（４）

65.4 60.3 22.7 29.5 4.1 5.9 4.2 3.4 3.5 0.9

（５）

23.6 15.5 20.2 29.4 18.8 34.6 22.6 19.7 14.9 0.9

（６）

24.1 22.3 28.6 39.1 18.9 25.1 18.2 12.7 10.1 0.9

（７）

19.1 20.7 22.5 36.7 21.3 27.9 21.4 13.5 15.7 1.2

（８）

60.6 58.7 25.2 29.7 5.2 6.6 5.7 4.2 3.3 0.7

（９）

24.1 17.6 19.7 27.4 19.3 34.0 23.4 20.1 13.5 0.9

（10）

22.8 19.6 26.7 35.1 20.5 29.3 20.2 15.2 9.9 0.8

（11）

19.4 14.8 20.4 27.5 22.3 34.9 26.0 21.8 12.0 0.9

（12）

12.2 8.5 11.7 15.9 17.8 35.1 43.0 38.9 15.4 1.6

国 府 国 府 国 府 国 府 国 府

設問２ （１）

18.0 16.7 32.6 35.4 25.7 28.9 22.1 18.2 1.7 0.8

（２）

13.9 8.1 27.8 17.1 27.5 36.8 30.2 37.1 0.5 0.8

（３）

13.0 26.5 29.5 30.3 0.8

算数（数学）の時間に、自分の考えや調べたことを発表することは楽しい

私は、家庭学習として算数（数学）の勉強をよくする方だ

中３ 中３

私は算数（数学）の授業の内容がよく分かっている

（国）算数（数学）の授業がどの程度分かりますか

どちらかといえば

そう思わない

（国）分かることと分か

らないことが半々

そう思わない

（国）分からないことが

多い・

ほとんど分からない

無答・その他

中３ 中３ 中３

設問番号 質　　問　　内　　容

そう思う

（国）よく分かる

どちらかといえば

そう思う

(国）だいたい分かる

自分の好きな仕事につけるよう、算数（数学）を勉強したい

ふだんの生活や社会に出て役立つよう、算数（数学）を勉強したい

物事を筋道立てて考えることができるよう、算数を勉強したい

物事を論理的に考えることができるよう、数学を勉強したい

将来、算数（数学）の勉強を生かした仕事をしたい

算数（数学）を勉強すれば、私の好きな仕事につくことに役立つ

算数（数学）を勉強すれば、私のふだんの生活や社会に出て役立つ

算数を勉強すれば、物事を筋道立てて考えることができるようになる

数学を勉強すれば、物事を論理的に考えることができるようになる

受験に役立つよう、算数（数学）を勉強したい

算数（数学）の勉強が好きだ

算数(数学）の勉強は大切だ

算数（数学）の勉強は、受験に関係なくても大切だ

算数(数学）を勉強すれば、私の受験に役立つ

中３ 中３ 中３ 中３

算数・数学意識調査比較表（府・国〔H15教育課程実施状況調査〕）

設問番号 質　　問　　内　　容

そう思う

どちらかといえば

そう思う

どちらかといえば

そう思わない

そう思わない 無答・その他

中３


[image: image20.emf]中学校数学意識調査
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15.9%

35.4%

17.1%

26.5%

29.1%

15.3%

22.0%

5.9%

34.6%

25.1%

27.9%

6.6%

34.0%

29.3%

34.9%

35.1%

28.9%

36.8%

29.5%

28.4%

7.6%

10.7%

3.4%

19.7%

12.7%

13.5%

4.2%

20.1%

15.2%

21.8%

38.9%

18.2%

37.1%

30.3%

0.7%

0.8%

0.8%

0.9%

0.9%

0.9%

1.2%

0.7%

0.9%

0.8%

0.9%

1.6%

0.8%

0.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（１）数学の勉強が好きだ

（２）数学の勉強は大切だ

（３）数学の勉強は、受験に関係なくても大切だ

（４）数学の勉強をすれば、私の受験に役立つ

（５）数学を勉強すれば、私の好きな仕事につくことに役立つ

（６）数学を勉強すれば、私のふだんの生活や社会に出て役立つ

（７）数学を勉強すれば、物事を論理的に考えることができるようになる

（８）受験に役立つよう、数学の勉強をしたい

（９）自分の好きな仕事につけるよう、数学の勉強をしたい

（10）ふだんの生活や社会に出て役立つよう、数学の勉強をしたい

（11）物事を論理的に考えることができるよう、数学の勉強をしたい

（12）将来、数学の勉強を生かした仕事をしたい

（13）私は、数学の授業の内容がよく分かっている

（14）数学の時間に、いろいろな考えを発表することは楽しい

（15）私は、家庭学習として数学の勉強をよくする方だ

設問項目

選択率

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答


(領域)図形　　(評価の観点)見方考え方　　(難易度)普通
キ．確率の意味、確率の利用、理由　 　  前回正答率44.5%　→　今回正答率35.1%　（9.4ポイント減）
[image: image21.emf]授業の内容がよく分かっている

7.5%

16.7%

15.1%

42.3%

35.4%

32.5%

36.8%

28.9%

28.4%

12.4%

18.2%

23.0%

1.0%

0.8%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国語

数学

英語

（教科）

（％）

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

[image: image22.emf]授業の内容がよく分かっている
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14.　 くじの入った二つの箱A，Bがある。右の表は，それ
ぞれの箱に入っている当たりくじとはずれくじの本数を
示している。

「Aの箱からくじを１本ひく場合」と「Bの箱からくじを１本ひく場合」とを比べる。

次の問いに答えなさい。

（２） その理由を書きなさい。

(領域)数量関係　　(評価の観点)関心・意欲・態度　見方・考え方　表現・処理　　(難易度)難しい
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（１）分布全体が拡散

· ピークが27ポイント（100点満点換算で約90点）の位置にかろうじて認められるものの、全体の形が山の形ではなく、左右に広がっている。

· 15ポイント（同、50点）以上に65.4％の生徒が分布しており、また、24ポイント（同、約80点）以上には、31％の生徒が分布していることから、上位層の分布は決して少ないわけではないことがわかる。

· しかし、中位層、下位層にも同じような割合で分布は広がっており、分布が全体に拡散してしまっている。
　　
（２）生徒個々に学力の差

· ０ポイントの位置に既に２%近い分布のあることが特徴であり、問題にまったく対応できない生徒が存在していることがわかる。

· 生徒個々の学力に差が生じていることが推測される。
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（１）レーダーチャートの項目軸と値

· 中学校数学のレーダーチャートでは、「領域別」「評価の観点別」「難易度別」の全項目の合計１０項目の正答率を線で結んでいる。

（２）数学科のレーダーチャートの特徴
· 数学科のレーダーチャートは、描くラインが他教科に比べ小さくなっている。
· 領域、観点の項目では、凹凸はほとんど見られず、難易度別の「易しい」の項目で外側に張り出し、「難しい」で内側への入り込みが顕著である。

· 中学校数学における難易度別の正答率の差は、「易しい」問題と「難しい」問題の間で50ポイントを超える開きとなっている。

· 中学校数学の問題の出来不出来は、領域や観点による要因は少なく、むしろ、その問題個々にもっている難易度に左右されていることがわかる。


（１）領域別正答率

· 無答率においては、３領域に大きな差は見られないが、どの領域においても16%を超えており、突出して無答率の高い領域はないが、どの領域も無答率は極めて高い、というこの特徴は、他の２教科には見られない。

· 「図形」領域の正答率が最も低く、誤答率は最も高い

（２）領域別正答率の経年比較

· 平成18年度の正答率は、平成15年度とほぼ同じ程度であると判断できるが、どの領域においても正答率は僅かずつ減少しており、50%～60%である。

· どの領域においても誤答率には大きな変化は見られず、僅かに減少しているが、無答率は増加している。

「数と式」　の領域　　　　正答率　63.9%　→　60.2%（3.7ポイント減）　

無答率　12.6%　→　17.2%（4.6ポイント増）

「図形」の領域　　　　　　正答率　59.2%　→　55.4%（3.8ポイント減）　

無答率　12.5%　→　17.1%（4.6ポイント増）

「数量関係」の領域　　　正答率　65.4%　→　62.4%（3.0ポイント減）　

無答率　12.8%　→　16.8%（4.0ポイント増）　

（１）評価の観点別正答率

· 正答率においては、４観点の間に大きな差は見られず、50%台であった。

· 正答率が最も低いのは、「知識・理解」の54.1%で、また無答率も18.8%と最も高かった。

· 誤答率では、「関心・意欲・態度」の観点が、29.5%と最も高い。
（２）評価の観点別正答率の経年比較

· ４観点全てにおいて、正答率は減少し、無答率は増加している。
· 「関心・意欲・態度」の誤答率は増加しているが、他の３観点においては、ほとんど変化はみられない。


「関心・意欲・態度」の観点　　正答率　59.3%　→　53.8%（5.5ポイント減）　　無答率　12.9%　→　15.2%（2.3ポイント増）
「見方・考え方」の観点  　　　正答率　58.3%　→　54.3%（4.0ポイント減）　　無答率　１4.4%　→　18.8%（4.4ポイント増）
「表現・処理」の観点　   　　　正答率　61.3%　→　57.2%（4.1ポイント減）　　無答率　13.5%　→　17.8%（4.3ポイント増）
「知識・理解」の観点　 　　　　正答率　58.0%　→　55.3%（2.7ポイント減）　　無答率　12.7%　→　17.6%（4.9ポイント増）

（１）難易度別正答率
· 「易しい」問題の正答率は、83.2%であり、小学校における「易しい」問題の正答率79.1%を上回っている。

· 難易度が「易しい」「普通」「難しい」と高まるにつれ、正答率は約20ポイント、30ポイントと減少していく。

· 逆に誤答率は増加しており、特に「難しい」問題の正答率32.0%を、誤答率40.4%が上回る結果となる。

· 小学校とは異なり、既に「易しい」問題において、誤答率8.0%を、無答率8.8%が上回っている。

· 「難しい」問題では、無答率が27.6%となり、「易しい」問題の無答率の３倍以上となっている。

（２）難易度別正答率の経年比較

· どの難易度においても正答率、誤答率は減少し、無答率は増加している傾向がみられる。
· 中学校数学の「難易度別」においては、正答率の減少は無答率の増加に起因していると考えられる。

· 「易しい」　誤答率　 8.7%　→　 8.0%（0.7ポイント減）  無答率　 5.5%　→　 8.8%（3.3ポイント増）
· 「普　通」　誤答率　22.4%　→　21.8%（0.6ポイント減）  無答率　10.4%　→　15.3%（4.9ポイント増）
· 「難しい」　誤答率　42.3%　→　40.4%（1.9ポイント減）  無答率　23.0%　→　27.6%（4.6ポイント増）
※いずれの難易度も誤答率の減少を無答率の増加が大きく上回っており、その分が正答率の減少となって表れている。



（１）「数学の授業の内容がよく分かっている」という項目について
· 「授業の内容がよく分かっている」の項目では、「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた肯定的な回答の割合が、中学校３教科の中で最も高い。

· 算数は、小学校でも国語に比べ、肯定的な回答の割合の高い教科であったが、小学校と中学校を比較すると、中学校数学でその割合は大きく減少する。

（２）「数学の勉強が好きだ」という項目について
· 「数学の勉強が好きだ」の項目では、数学は３教科中、肯定的な回答は最も低い結果となった。

· 小学校の算数と比較すると、肯定的な回答の割合は、ここでも中学校で大きく減少していることが分かる。

（３）「数学の授業中に考えたり発表したりすることは楽しい」という項目について
· 「授業中に考えたり発表したりすることは楽しい」という授業の楽しさを問う項目では、数学や国語は、英語に比べ肯定的な回答の割合が少なくなっており、国語や数学の授業は、生徒にとって決して「楽しい」ものではないことが分かる。
· 小学校の算数と比較すると、「授業に対する楽しさ」を感じている割合は、ここでも、中学校数学において大きく減少していることが分かる。

· 数学という教科は、自分が理解できているかどうか認識しやすい教科ではあるが、その授業は決して楽しいとは捉えておらず、生徒にとっては好きな教科とも言えない実態が明らかになった。

· 中学校における授業改善の必要性があると言える。

（４）国（平成１５年度教育課程実施状況調査質問紙調査）との比較
①　肯定的な意見（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）が国を大きく上回る項目

· 数学を勉強すれば、私のふだんの生活や社会に出て役立つ　　 　 （国：52.7%　府：61.4%）

· 数学を勉強すれば、物事を論理的に考えることができるようになる 　（国：41.6%　府：57.4%）

· ふだんの生活や社会に出て役立つよう、数学を勉強したい　　　　 　（国：49.5%　府：54.7%）

②　肯定的な意見（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」）が国を下回る項目

· 数学の勉強が好きだ　　　　　　　　　　　　　　　　　                 （国：47.1%　府：41.8%）

· 数学の時間に、自分の考えや調べたことを発表することは楽しい　　　（国：41.7%　府：25.2%）
· 全14項目の内、12項目において大阪府の肯定的な回答の割合が国の割合を上回っていた。

· 大阪府が国の割合を下回ったものは、「数学の勉強が好きだ」「数学の時間に、自分の考えや調べたことを発表することは楽しい」の２項目だけであった。このことは、先に述べた大阪府の生徒の教科に対する意識の結果と一致する。

（１）「数と式」領域で明らかになった課題　－数学的証明方法の理解の問題－
① 問題例

「連続する３つの整数の和がある数の倍数になる」ことについてのＡさん，Ｂさんの２人の説明から、文字で表すことの意味、文字式を利用した説明の必要性やよさを考えることができるかどうかをみる問題である。




Ａさん、Ｂさんの説明の違いを考察させて数学的証明法の理解度をみる問題である。

② 分析で明らかになった課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	87.5
	82.5
	－5.0
	▼

	誤答率
	 7.2
	 7.5
	　0.3
	＝

	無答率
	 5.3
	10.1
	　4.8
	＝


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	73.9
	68.9
	－5.0
	▼

	誤答率
	18.1
	16.3
	－1.8
	＝

	無答率
	 8.1
	14.8
	　6.7
	▲


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	54.0
	49.2
	－4.8
	＝

	誤答率
	31.6
	27.8
	－3.8
	＝

	無答率
	14.4
	22.9
	　8.5
	▲


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	23.4
	17.1
	－6.3
	▼

	誤答率
	39.0
	37.1
	－1.9
	＝

	無答率
	37.6
	45.9
	　8.3
	▲


③ 指導の改善点

· 文字式で表すことをより多くの場面で学習させていくこと

· 生徒の文字に対する認識は、有限の範囲を超えられない状況が考えられる。無限に存在する「連続する３つの整数」を一般化して表現できることのよさを実感させるよう、指導する必要がある。

· 倍数や約数等の意味を一般化することと、文字を用いて表現することとを関連づけたり、計算結果から得られた式をよんだりすることが重要である。

· 授業中に自分の考えを的確に表現するという場面を随所に盛り込むこと

· 順序立てて考えていく力をはぐくむため、「問題を読む → 一人一人が自力で考える → 発表する → みんなで考える → 討議する → まとめる」というような授業の流れの中で、考える力、発表する力、表現する力、まとめる力を育成していくことが求められる。

（２）図形の領域で明らかになった課題１　　－ 円の接線の性質を考える問題 －
① 問題例

二等辺三角形の性質や円の接線の性質などを組み合わせて用いることにより、角の大きさを求めることができるかどうかをみる問題である。




	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	35.7
	34.7
	－1.0
	＝

	誤答率
	47.0
	40.6
	－6.4
	▼

	無答率
	17.3
	24.7
	　7.4
	▲


② 分析で明らかになった課題
	① 線分OA、OBはともに円Oの半径だから、△OABは
OA=OBの二等辺三角形である。

② 二等辺三角形の底角は等しいから、∠OAB=∠OBA

③ ∠AOB=70°だから、∠OAB＋∠OBA=180° 　－70°　　=110°
④　②③より、∠OAB=∠OBA=110°÷2=55°
⑤ APは円Oの接線だから、∠OAP=90°

⑥　④⑤より、∠PAB=∠OAP－∠OAB=90°－55°=35°


正答率が低いのは、既習内容を活用して解答を導き出すことと、円の接線の性質の理解の不十分さの両方が影響しているのではないかと考えられる。
この問題は思考のステップの数が比較的多い。（右図参照）　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
円の接線については、第１学年において学習するが、円周角は第２学年で学習するため、円に関して、まとまりのある捉えが不十分であったと考えられる。
　　
③ 指導の改善点

既習事項を他の学習内容と有機的に組み合わせてその存在価値を意識付けすること。

· 既習事項から、利用できそうだと考えられる事柄を正確に書き出してみて、いかに組み合わせていけばよいかをじっくりと考えさせることが必要である。

· 円の接線の学習については、第１学年での断片的な学習で終わらせるのではなく、他の学習内容と有機的に組み合わせ、その存在価値を意識付けする必要がある。
（３）「図形」領域で明らかになった課題２　　　－立体の見取図の作成－
① 問題例


	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	48.1
	34.5
	－13.6
	▼

	誤答率
	29.3
	34.2
	　 4.9
	＝

	無答率
	22.6
	31.4
	　 8.8
	▲


② 分析で明らかになった課題
· 図形の学習においては、図を認識することができ、その図   をかくことができるということが基本になる。
· 空間図形の学習においては、平面図からもとの立体を正しく認識すること、立体を平面上に表現すること、及び必要に応じて立体を製作することが不可欠である。

· 正答率34.5％であり、無答率は30％を超えていることから、見取図をかくことが不得意な生徒は少なくないことがわかる。特に、空間図形の見取図については、向こう側に隠れている線の表現方法などが難しいと考えられる。

③ 指導の改善点

図をかく機会を増やし、個に応じた丁寧な指導をおこなうこと
· 言葉の説明だけをもとに念頭操作で図をかくことができるのか、具体的にかかれた図をもとにしてそれをまねることをしないと図をかくことができないのかなど、個々の生徒の能力を把握する必要がある。
· 針金で出来た立体模型に光を当てて白板に投影し、観察するなど、立体模型と見比べたり、他の生徒の表現方法と比較をしたりして、よりよい図とはどんな図であるかを実感させる。
（４）「数量関係」領域で明らかになった課題１　　－対応表の作成－
① 問題例

与えられた対応表から二つの変量x，y の変化の様子についての規則性を読み取り、空欄になっているところのyの値を求めることができるかどうかをみる問題である。

　　　
② 分析で明らかになった課題

	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	80.2
	76.9
	－3.3
	＝

	誤答率
	12.1
	10.9
	－1.2
	＝

	無答率
	 7.7
	12.2
	　4.5
	＝


二つの空欄ともに、正答率は約77%である。

一方、無答率が約10%をこえており、これを含めて約20%以上の生徒が対応表の理解ができていないと考えられる。
	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	80.1
	77.4
	－2.7
	＝

	誤答率
	11.9
	10.3
	－1.6
	＝

	無答率
	 8.1
	12.2
	　4.1
	＝


ただ、xに対応するyの値の変化の様子について大まかな把握はできているものの、確実な把握には至っていないと考えられ、これらの誤答あるいは無答に至った生徒は、規則性を確実に把握する習慣をつけさえすれば、正答に至ることはそれほど困難なことではないと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③ 指導の改善点

機械的な指導に陥ることなく、対応表のもつ意味を丁寧に指導すること

· 対応表は、変化と対応の両面を内包するものであり、x，yをそれぞれ横方向にみる変化と縦方向にみる対応とが同時に存在するものであることをおさえる。
· 対応表をつくったり、その中に現れる二つの変量の変化の様子を考察したりして、二つの変量の関数関係を式やグラフに表して明確化する学習の確実な定着を図る。
（５）「数量関係」領域で明らかになった課題２　　－対応表から関係式へ－
① 問題例

二つの変量x，yの変化と対応をもとにして、その規則性を関係式に表すことができるかどうかをみる問題である。

② 分析で明らかになった課題

	
	15年度
	18年度
	差
	判 定

	正答率
	35.2
	36.3
	　1.1
	＝

	誤答率
	38.4
	31.0
	－7.4
	▼

	無答率
	26.4
	32.6
	　6.2
	▲


正答率は36.3%であり、無答の生徒32.6%を含め60%を超える
生徒は、対応表から式をつくることの理解ができていない。
これらの生徒には、それぞれの生徒の理解度に応じて、別途、関数関係を表す式とは何なのか、また、対応表からどのようにしてその式が得られるのかといったことを、きめ細かく指導し直すことが必要である。

このように対応表だけが与えられた場合、一次関数のグラフは直線になるという事実を確認した上で、その対応表をもとにグラフをかかせてみることが必要であろう。そして、そのグラフをもとにして、改めて上述の２つのポイントを考えさせて式での表現を試みるということが、ある程度有効であると考えられる。
また、対応表の中に多くの数が羅列されているので、どの数に着目すればよいのかが分かりにくい生徒も多いのではないだろうか。傾き、切片のような２つのポイントを的確に把握できない場合は、グラフが直線になることを踏まえた上で「２点を通る直線はただ１つである」ということに着目させ、２組のx，yを用いれば解決に近づくということを認識させることも重要である。
③ 指導の改善点

· 関数における対応表、関係式、グラフは、同じ概念のものが別の表現形式で表されるということを実感できる指導をすること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 表から式をつくることに関しては、グラフをうまく介在させるなかで、傾きと切片に相当するものが、表、式、グラフそれぞれの中でどのような役割を果たすのかということを整理するなど、対応関係を実感できるように指導することが大切である。
· 相互の関連のどの部分でつまずいているのかを的確に把握し、それぞれの理解度に応じてきめ細かい丁寧な指導をすることが必要である。
· 様々な解き方があることやそれぞれの解き方にはそれぞれのよさがあることを実感させること

· 自分の解き方を振り返ったり他の生徒の解き方と比べたりして、把握すべきポイントの認識につなげていくことが必要である。

· 求めた式に、表中のx，yなどを代入して、いつもその式が成り立っているかどうかを確認することも大切なことであり、結果を確認、比較、考察することにより、対応表の持つ意味等について自ら気づかせることが重要である。

（１）結果から見られる課題

· 正答率が低く無答率が高い問題は、

· 解答が複数あるもの（すべて求めよ、２つ求めよ）

· 理由を書くもの

· 見取り図をかくもの

· 事象を式で表すもの

· 計算技能や知識を問う問題においては概ね満足できるが、

· 多様な答えを導き出す力

· 数学的な見方や考え方を用いて解決する力

· 解決するまでの過程を記述する表現力

に課題が残されている。

（２）改善の方向
· 自ら課題を見付け、自ら学び、自ら課題を解決する過程を重視した学習活動を展開し、筋道を立てて説明する表現力や論理的な思考力を育成する授業づくりが重要である。

· 数学的な見方や考え方を用いて課題を解決する能力を高めることができるように、観察、操作や実験を通して、ものごとの関係や決まりを見つけたり、たどり着いた結果についても振り返って考えたりするなどの数学的活動を十分行うことが重要である。
（３）授業における指導の留意点
① 学習課題の工夫

学習課題は、授業の目的を達成するのに適したものであり、日常生活に密着しているもの、知的好奇心を喚起するもの、多様な考え方ができるもの等の工夫が大切である。
② 発問の工夫

生徒に考えさせたり、発表させたりするためには、発問を工夫し、「一問一答の質問で進める授業」から「多様な考えを引き出す発問で進める授業」へ、また、「答えだけを発表させる授業」から「理由も説明させる授業」への転換が必要である。
さらに、「先生と生徒との対話型の授業」だけではなく、「生徒相互の対話によって高める授業」を進めることが大切である。

③　問題解決的な学習の重視（主体的な学習の場の設定）

· 自力解決の場（個人で学習する場）の設定

· 一人でじっくり考える時間を与えるとともに、学習状況を把握する場である。

· ここでは、つまずいている生徒に対してヒントを示したり、解決した生徒に対して次の課題を提示したりするなどの、机間指導を行う。

· 発表の順番や次の学習の流れを考えることが必要である。

· 集団解決の場（集団で学習する場）の設定

· 解決方法についてグループや全体で発表し合い、考え方を確認したり、学習内容を理解したりして考えを高める場が必要である。

· 生徒の発表については、素朴な説明であっても説明しようとする意欲を大切にし、徐々に数学的な表現や論理的な説明ができるように指導することが大切である。

· 振り返る場の設定

· 授業の目標が達成できたかなど、自己評価や相互評価を行う場である。ここでは、学習内容だけでなく、どのように求めたり考えたりしたかという学習方法や、聞く態度や発表の仕方などの学習規律に関することについても、振り返ることが大切である。

④　肯定的評価活動の重視

· 問題解決の能力は、一人一人の発想や考え方を肯定的に受け止め、生かす評価によって高めることができる。「まだ、分かっていない。」、「正負の数の四則計算ができない。」というような否定的な評価から、「このことが分かった。」、「正負の数の加法ができるようになった。」というような肯定的な評価への転換が必要である。このように、生徒の学習活動に対する価値ある事実を発見し、共感しながら、際だたせて価値付けして示すとともに、次のステップにつながることを要求するといった評価・指導方法を肯定的評価活動といい、それを行う事が重要である。
· 肯定的評価活動によって、児童に方向性を示唆し、自信を与え、良いところを伸ばし、誤っているところ、不足しているところを互いに補い合い、励まし合い、高め合うことにつなげることができる。
· 自力解決の場では、一人一人のよさや努力などをその場でフィードバックして解決の示唆を与えたり、やる気を起こさせたりすることができる。また、集団解決の場では、教師が生徒の数学的な能力（見方や考え方・表現力など）に対して肯定的評価を行うことによって、生徒も互いの考えを大切にし、協力して、より良いものに高め合う態度を育てることができる。
（４）学習活動の具体例

 ① 課題の工夫

· 生徒が多様な考え方や自分の考えを適切に表現する力を身に付けることができるようにすることが重要である。
· 上に示した問題は知識・技能を問うものであるが、発展的に考えて解決する課題となるよう工夫することもできる。
② 発問の工夫
· 右図を提示し、「この図形に対して、分かるものすべて求めてみよう」といった発問にする。すると、図形の構成要素に着目する中で、考え、多様な課題を発見し、解答しようとする。
· 着目した構成要素と求め方について、自分の言葉で説明させることによって、思考力や表現力を高める機会となる。

· 「新たな線分を引いて、求められるものを探してみよう」と発問することによって、発展的に考えて、新たな課題を見つけ、解決するという学習活動へとつながる。

《上記の発問に対する生徒の学習活動と指導の留意点》
· 図形の構成要素に着目する

・辺の長さに着目すると、AB＝4cm、AC＝2
[image: image1.wmf]3

cm

・角の大きさに着目すると、∠A＝30°

・面積に着目すると、△ABC＝2
[image: image2.wmf]3

cm2
このように、図形の構成要素に着目して考えることができる。

· 新たな線分を引いて考える（その１）
　　　　　　　　右図のように、Cから辺ABに垂線を引き、辺ABとの
交点をDとする。
・線分AD、BD、CDそれぞれの長さを求めることができる。
・線分CDについては、三平方の定理を活用する解法だけでなく、
△ABCの面積に着目し、底辺をAB＝4cm、高さをCD＝xcm
として面積を求めると、
[image: image3.wmf]2

1

×4×x＝2
[image: image4.wmf]3

で求めることもできる。
これは、図形の多様な見方が必要である。

・角に着目すると、△ABC、△CBD、△ACDが相似であることが分かる。
　これを活用して線分AD、BD、CDの長さを求めることもできる。
· 新たな線分を引いて考える（その２）

　　　　　右図のように、辺ABの中点をMとし、CとMとを結ぶ。

・AM＝BM＝BC＝2cm、∠B＝60°だから△MBCは
正三角形になる。

・上記のことからCM＝2cmとなり、△MACはMA＝MC
の二等辺三角形であることがわかる。

・角に着目すると、上記のことから∠AMC、∠MCA、∠BCMの大きさが分かる。

・Mを中心として半径2cmの円をかくと、３点A、B、Cを通る△ABCの外接円になることが分かる。

・Bを中心に半径2cmの円をかくとM、Cを通り、直線ACは円Bの接線になることがわかる。

· 指導においては、「何に着目したのか」、「どのようにして求めたのか」などについて交流することが大切である。交流することによって、新たな課題を見つけたり様々な解決方法を理解したりすることが体験できるとともに思考力や表現力を高めることができる。

③ この学習活動の発展

● 図形の構成要素に着目する
・辺の長さに着目すると、円Oの半径より、OA＝OBであり、△OABは二等辺三角形である。

・角の大きさに着目すると、∠PAO＝90°、∠P＝20°であり、∠OAB＝∠OBAで　ある。

・上記のことから、∠OAB＝∠OBA＝55°であり、∠PAB＝35°、∠ABP＝125°である。

● 新たな線分をひいて考える

・点Qを円Oの円周上にとり、AQ、BQを結ぶと、∠AQB＝35°であり、∠PAB＝∠AQBであることが分かる。これは、接弦定理である（発展的な学習）。

・また、∠AOBの大きさを70°から60°に変えることによって、(4)②(その２)の図と同じになる。

● 既習内容との関連を考える

この学習活動に必要な数学の内容としては、二等辺三角形の性質、円と接線、円周角の定理、三角形の内角と外角の関係があり、見つけることができる発展的な内容として、接弦定理がある。
さらに、∠AOBの大きさを70°から60°に変えることによって、三平方の定理、三角形の相似の範囲へと広げることができる。
４．中学校　　数　学





調査対象者数　9,559人　　実施者数　9,147人　　有効データ数　9,081人


問題数


《領域別》	数と式（12問）　　　　　　　　図形（8問）　　　　数量関係（9問）


《評価の観点別》	関心・意欲・態度（9問）　　考え方（14問）　　表現・処理（17問）　　知識・理解（９問）


《難易度別》　	難しい（6問）　普通（18問）　易しい（5問）


総ポイント数　30点


前回との同一問題数	23問		新規、または一部修正問題数　6問








【１】　経年比較


かっこ





A





《Ａさんの説明》


1＋2＋3=6、2＋3＋4=9、3＋4＋5=12、4＋5＋6=15


だから、連続する３つの整数の和は、どのような場合でも、  ①　　の倍数である。 





�EMBED Unknown���





①(領域)数と式　　(評価の観点)見方・考え方　　(難易度)易しい


②(領域)数と式　　(評価の観点)見方・考え方　　(難易度)普通








問題（１） ①の「３の倍数」になることについての正答率は82.5%である。


これに対して、文字を使って説明する部分である②、③の正答率はそれぞれ68.9%、49.2%と順に減少している。


また、すべての問題においてＨ15年度調査より約5ポイント減少している。





最も小さい数と中央の数がnを用いて表されているにもかかわらず正答に至らなかった生徒には、ある事象を文字式で表すことを、より多くの場面で学習させる必要がある。





また、 ③については、単なる計算問題であれば、この計算の正答が出せる生徒はもっと多いと考えられるが、


(n－1)＋n＋(n＋1) を計算すれば ③ の答えにつながっていくということが理解できていない生徒が、ある程度いるものと考えられる。





【８】　問題別の分析





《 問題７ (1) ① 》





【７】　教科に対する意識





《 問題１６ (１) （ィ） 》





数学(中学校)学力の分布





【６】　難易度別の分析





《Ａさんの説明》


1＋2＋3=6、2＋3＋4=9、3＋4＋5=12、4＋5＋6=15


だから、連続する３つの整数の和は、どのような場合でも、  ①　　の倍数である。 





（解決のポイント）





一次関数のグラフが直線になるという前提のもと





変化の割合が一定の値「5」であり、この値が，y = a x＋bの


aすなわち傾きになる。


x = 0のときのyの値が「－2」であり、この値が、y = a x＋bの


bすなわち切片になる。





【５】　評価の観点別の分析





「右図において、△ABCは、BC＝2cm、∠B＝60°、∠C＝90°の直角三角形である。


辺ACの長さを求めなさい。」
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13．　右図のように，AB = ACの直角二等辺三角形△ABC


があり，頂点Aを通る直線ℓ がある。頂点B，Cからℓ  にひ　


いた垂線とℓ との交点をそれぞれD，Eとするとき，


△ABD≡△CAEである。次の問いに答えなさい。


(2)  △ABD≡△CAE であることを利用する


と、線分DEの長さは二つの線分BD、CE


の長さを用いて表すことができる。 DE を


BD、CEを用いて表しなさい。





�





【２】　学力分布の概観








【３】　レーダーチャートの概要





５．学級文集を作ることになり、次のように決めた。


「クラスの生徒37人全員が原稿を書き、一人あたりの分量は２ページ分か３ページ分とする。学級文集は全体で100ページになるようにする。」


２ページ分書く人がｘ人、３ページ分書く人がｙ人であるとして、ｘ、ｙを求めるために必要となる連立方程式をつくりなさい。ただし、計算はしなくてよい。





１．次の計算をしなさい


（３）　6 x�EMBED Equation.3���y÷�EMBED Equation.3���x y
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【４】　領域別の分析








７．(1) ＡさんとＢさんは、３，４，５のように連続する３つの整数の和が、ある数の倍数になることに気づき、次のように説明した。





























上の文中の　 ①　　～　　③  にあてはまる数や式を書きなさい。ただし、同じ番号の空欄には同じものがはいるものとする。








【９】　改善の方向性





《Ｂさんの説明》


連続する３つの整数のうち、中央の数をｎとすると、連続する３つの整数は


ｎ－１、ｎ、 ② 


と表されるので、それらの和は（ｎ－1）＋ｎ＋ ② ＝ ③ となる。


ｎは整数だから、 ③ は ① の倍数である。


だから、連続する３つの整数の和は、どのような場合でも、 ① の倍数である。











７ (2) Ａさんの説明は，数学的な説明としては不十分である。それはなぜですか。Ｂさんの説明と比べて，理由を書きなさい。





11． 直方体と立方体以外の立体を自由に一つ選び，その立体の名称，見取図をかきなさい。





（２）の出題の主なねらいは、文字式の利用という数学的な考え方に関する力をみるとともに、表現力をみることをねらいとしている。


正答率が20%に達しておらず、無答率が50%近くになっていることから、文字式を利用した代数的な証明は図形の証明よりもなじみが薄いと思われ、文字式を利用した証明の意味や方法についての学習をあまり多くは経験していないのではないかと考えられる。











11． 直方体と立方体以外の立体を自由に一つ選び，その立体の名称，見取図をかきなさい。








９．(2) 　右図において，∠AOB = 70°であり，


線分APは円Oの接線である。


∠PABの大きさを求めなさい。





























上の文中の　 ①　　～　　③  にあてはまる数や式を書きなさい。ただし、同じ番号の空欄には同じものがはいるものとする。








《 問題７ (1) ③ 》





《 問題７ (1) ② 》





《 問題１６ (２) 》





《 問題７ (２) 》





《 問題１６ (１) （ァ） 》





７．(1) ＡさんとＢさんは、３，４，５のように連続する３つの整数の和が、ある数の倍数になることに気づき、次のように説明した。





























上の文中の　 ①　　～　　③  にあてはまる数や式を書きなさい。ただし、同じ番号の空欄には同じものがはいるものとする。








《Ｂさんの説明》


連続する３つの整数のうち、中央の数をｎとすると、連続する３つの整数は


ｎ－１、ｎ、 ② 


と表されるので、それらの和は（ｎ－1）＋ｎ＋ ② ＝ ③ となる。


ｎは整数だから、 ③ は ① の倍数である。


だから、連続する３つの整数の和は、どのような場合でも、 ① の倍数である。











７ (2) Ａさんの説明は，数学的な説明としては不十分である。それはなぜですか。Ｂさんの説明と比べて，理由を書きなさい。





１６．(1) 次の表は，ある一次関数について，xとyとの関係を示した表の一部である。
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表中の(ｱ)，(ｲ)にあてはまる数を書きなさい。





１６．(２) 次の表は，ある一次関数について，xとyとの関係を示した表の一部である。
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この一次関数の式を求めなさい。











ℓ  





《 問題１１ 》





《 問題９ (２) 》





《 問題１６ (１) （ア） 》





「右図において、∠AOB＝70°、線分PAは円Oの接線である。


∠ABOと∠PABの大きさを求めなさい。」
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